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表 1 調査 A の対象者数（人）
男子 女子 計
A 大学 64 98 162
B 大学 83 36 119
C 大学 39 43 82





















































中 学 生 高 校 生
友人関係の悩み無 （有意）χ2（1）＝5.37, *P＜.05 n.s
不登校気味ではない（有意）χ2（1）＝7.64, **P＜.01 n.s
中 学 生 高 校 生
勉強・成績の悩み無（有意）χ2（1）＝4.17, *p＜.05 n.s
家庭の悩み無 （有意）χ2（1）＝13.24, **P＜.01（有意）χ2（1）＝13.75, **P＜.01
友人関係の悩み無 （有意）χ2（1）＝7.75, **P＜.01 （有意）χ2（1）＝10.51, **P＜.01
不登校気味ではない（有意）χ2（1）＝9.88, **P＜.01 （有意）χ2（1）＝11.85, **P＜.01
中 学 生 高 校 生
勉強・成績の悩み無 n.s （有・傾）χ2（1）＝2.646, †P＜.1
中 学 生 高 校 生
家庭の悩み無 （有意）χ2（1）＝8.69, **P＜.01 n.s












中 学 生 高 校 生
勉強・成績の悩み無（有意）χ2（1）＝4.15, *P＜.05 n.s
家庭の悩み無 （有意）χ2（1）＝8.80, **P＜.01 n.s
友人関係の悩み無 （有意）χ2（1）＝10.98, **P＜.01（有意）χ2（1）＝4.70, *P＜.05
不登校気味ではない（有意）χ2（1）＝7.74, **P＜.01 n.s
中 学 生 高 校 生
勉強・成績の悩み無 n.s （有意）χ2（1）＝4.72, *P＜.05
中 学 生 高 校 生
友人関係の悩み無 n.s （有・傾）χ2（1）＝3.14, †P＜.1
中 学 生 高 校 生
友人関係の悩み有 （有意）χ2（1）＝5.10, *P＜.05 n.s
不登校気味である （有意）χ2（1）＝6.70, **P＜.01 （有意）χ2（1）＝3.89, *P＜.05


























を合わせ 8割が肯定的に答えている（図 3）。さらに，中学時の 8割以上，高
校時の 9割以上が「部活動」があったから学校生活が豊かになったと答えて
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図 1 「部活動」はむだか？（％） 図 2 「部活動」はよい経験だった（％）

























































































お わ り に
これまでみてきたように，「部活動」は生徒が安心を実感でき，自己の成長
図 9 自分をよく理解してくれたのは？（％） 図 10 進路・将来のことの相談（％）




































著「心理学実験マニュアル」北樹出版 2006，小塩真司著「SPSS と AMOS によ
る心理・調査データ解析」東京図書 2006
眈 深谷昌志「中学生の部活動」『モノグラフ／中学生の世界 VOL. 14』福武書店教
育研究所，1983, p. 29
眇 戦後の急速な経済成長，農業構造改善政策，全国総合開発計画，日本列島改造
論，米の生産調整・減反政策などの一連の地域再編成計画の中で，従来の地域社
会の様相は一変し，人々の暮らしぶりも生活意識も変化し「地域性」が崩壊し
た。これにともない地域の教育力，さらには家庭の教育力も次第に失われてき
た。さらに，子どもたちは塾・おけいごとの一般化による放課後の自由時間の減
少と，自分と同じように過密スケジュールをやりくりせねばならない仲間との時
間的な調整がつかないため，遊び仲間までも失ってしまった。これらの知見は以
下の文献を参考にした。亀井浩明／児島邦宏編著「新時代をひらく学校改善シリ
ーズ 5－地域と結ぶ学校」教育出版，1989，河北新報編集局編「むらの日本人
－ ’70年代・東北農民の生き方」勁草書房 1975，広田照幸著「日本人のしつけは
崩壊したか－「教育する家族」のゆくえ」講談社現代新書，2008。
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